
学校番号 １１１ 

平成 31 年度 音楽科 

教科 音楽 科目 音楽Ⅲ 単位数 ２ 年次 ３ 

使用教科書 「Joy of Music」 （教育芸術社） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・「歌うこと」「楽器を演奏すること」「音楽をつくること」「音楽を聴くこと」の４つの分野 

年間通して学習します。  

・学習の到達度は、授業で配付するワークや実技テストで評価します。  

・合唱、合奏を通じて合わせる、聞くことの大切さや響きや音色を感じ取り音楽性を身につけても

らう。 

・音楽を通じて心を育み、感性豊かになることを願っています。 

 

２ 学習の到達目標 

音楽Ⅱの学習を基盤として，生徒一人一人の能力・適性，興味・関心等に応じた「個に応じた学習」

により，個性豊かな表現の能力と主体的な鑑賞の能力を伸ばす。 

音楽の諸活動を通して，生涯にわたって音楽を永続的に愛好していこうとする心情をはぐくむ。 

音や音楽を知覚・感受し，思考・判断しながら表現する過程を通して，創造的な表現と鑑賞の能力 

を伸ばす。 

日本及び世界の様々な音楽にふれ，楽曲そのものだけでなく，文化的・歴史的背景などの広い視野 

をもって音楽に目を向け，音楽文化の理解を一層深める。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:音楽への関心・意

欲・態度 
b:音楽表現の創意工夫 c:音楽表現の技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

音楽や音楽文化に関

心をもち、歌唱、器楽、

創作、鑑賞の学習に主

体的に取り組もうと

する。  

 

音楽を形づくっている

要素を知覚し、それらの

働きを感受しながら、歌

唱、器楽、創作の音楽表

現を工夫し、どのように

歌うか、演奏するか、音

楽をつくるかについて

表現意図をもっている。  

 

創意工夫を生かし

た音楽表現をする

ために必要な歌

唱、器楽、創作の

技能を身に付け、

創造的に表してい

る。  

 

音楽を形づくってい

る要素を知覚し、そ

れらの働きを感受し

ながら、楽曲や演奏

を解釈したり、それ

らの価値を考えたり

して、音楽に対する

理解を深め、よさや

美しさを創造的に味

わって聴いている。  

評
価
方
法 

観察  

 

観察  

 

演奏の聴取 観察  

ワークシート  

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン ・オリエンテーション 

教科書等を鑑賞し、多様な表

現形式について学び、「音楽

Ⅲ」の学習イメージを持つ 

○    a: 音楽の多様な表現に関心を

持ち、これからの学習に意欲を

高めている。 

観察  

和
楽
器
ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

 

・琴アンサンブル ○ ○ ○  a:和楽器に関心をもち、その持

ち味を生かして演奏する学習

に主体的に取り組もうとして

いる。  

b:音楽を形づくっている要素

を知覚し、それらの働きが生み

出す雰囲気や特質を感受し、表

現意図をもっている。 

c:楽譜を読譜し、表現したいこ

とを伝えるための技能を身に

付けている 

 

観察 

 

演奏の聴取  

 

イ
タ
リ
ア
歌
曲
に
挑
戦 

【歌唱】 

O del mio  amato ben…  

○ ○ ○  a:曲想と文化的・歴史的背景と

の関わりに関心をもち、歌う学

習に主体的に取り組もうとし

ている。  

b:旋律、リズム、速度など音楽

を形づくっている要素を知覚

し、それらの働きが生み出す特

質や雰囲気を感受し、曲種に応

じた発声の特徴を生かした表

現を工夫し、どのように歌うか

について表現意図をもってい

る。  

c:表現したいことを伝えるた

めの歌唱の技能を身に付けて

いる。  

観察 

 

演奏の聴取 



２
学
期 

キ
ー
ボ
ー
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

【キーボード】 

「G 線上のアリア」  

○  

 

○  

 

○  

 

  

 

a:キーボードの基礎的な奏法

の特徴に関心をもち、アンサン

ブルで演奏する学習に主体的

に取り組もうとしている。  

b:旋律と和音の特徴を知覚し、

それらの働きが生み出す特質

や雰囲気などを感受しながら、

を生かして表現を工夫してい

る。  

c:アンサンブルするために必

要なキーボードの基礎的な演

奏技能を身に付け、創造的に表

している。  

観察 

 

演奏の聴取 

ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

【器楽】 

「３つのジムノペティ 第１番」 

○ ○ ○  a:ギターの音色や奏法の特徴

に関心をもち、それらを生かし

て演奏する学習に主体的に取

り組んでいる。  

b:音色やリズムなど音楽を形

づくっている要素を知覚し、そ

れらの働きが生み出す特質や

雰囲気を感受し、どのように演

奏するかについて表現意図を

もっている。  

c:アンサンブルするために必

要なギターの基礎的な演奏技

能を身に付け、創造的に表して

いる。 

観察 

 

演奏の聴取 

３
学
期 

 

ハ
ー
モ
ニ
ー
を
味
わ
お
う 

 【合唱】 

Stand Alone 

○  

 

○  ○ 

 

 

 

a:合唱をする学習に主体的に

取り組もうとしている。  

b:旋律、ハーモニーを知覚し、

それらの働きが生み出す特質

や雰囲気を感受し、どのように

歌うかについて表現意図をも

っている。  

c:曲想を歌詞の内容や楽曲の

背景と関わらせて感じ取り、イ

メージをもって合唱するため

に必要な歌唱の技能（発声、言

葉の発音、呼吸法、姿勢や身体

の使い方）を身に付け、協力し

合い創造的に表している 

観察  

 

演奏の聴取 

 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各項目に

おいて重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 

 


